
第28回 ふじみ衛生組合安全衛生専門委員会 次第 

令和８年７月２日（木）午後７時～ 

クリーンプラザふじみ３階研修ホール

１ 開会 

２ 報告事項 

(1) 施設の運転結果について

ア 令和７年度ごみ処理実績について

イ 令和７年度環境測定結果について

(2) 令和７年度「処理施設緊急時及び要望等対応マニュアル」に基づく公表について

(3) 令和８年度一般廃棄物処理実施計画について

(4) 令和８年度環境測定スケジュールについて

(5) ふじみ衛生組合における令和７年度温室効果ガス排出状況について

(6) リサイクルセンターの更新について

３ その他 

４ 閉会 
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【資料７】令和７年度（2025）温室効果ガス排出状況について 

【資料８】（仮称）新リサイクルセンター整備工事スケジュール 

【資料９】令和８年度ふじみ衛生組合地元協議会・安全衛生専門委員会スケジュール 

【別添資料１】ふじみ衛生組合安全衛生専門員会設置要綱 

【別添資料２】ふじみ衛生組合安全衛生専門委員会の傍聴等に関する取扱要領 

  【別添資料３】ふじみ衛生組合ごみ処理施設に係る環境保全に関する協定書 

  【別添資料４】処理施設緊急時及び要望等対応マニュアル 

  【参考資料１】ふじみ衛生組合三調だより（第44号：令和８年６月発行） 

  【参考資料２】広報ふじみ衛生組合（NO.50） 

  【参考資料３】ふじみ衛生組合インフォメーション2025 

  【参考資料４】環境報告書2025（令和６年度実績） 

  【参考資料５】（仮称）新リサイクルセンター整備工事 
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ふじみ衛生組合安全衛生専門委員会委員名簿（第７期） 

令和８年６月13日 

氏 名 現 職 備 考 

委員長 

藤吉
ふじよし

 秀昭
ひであき

 
一般財団法人 日本環境衛生センター 常勤顧問 要綱第３条第１号 

副委員長 

角田
つ の だ

 透
とおる 杏林大学 名誉教授 要綱第３条第１号 

土屋
つ ち や

 正己
ま さ み

 医師（三鷹市医師会） 要綱第３条第２号 

後藤
ご と う

 紀史
としふみ

 医師（調布市医師会） 要綱第３条第３号 

佐々木
さ さ き

 善
よし

信
のぶ

 ふじみ衛生組合地元協議会会長 要綱第３条第４号 

石川
いしかわ

 英
ひで

浩
ひろ

 ふじみ衛生組合地元協議会副会長 要綱第３条第５号 

佐野
さ の

 達男
た つ お

 ふじみ衛生組合地元協議会委員（三鷹市） 要綱第３条第６号 

佐藤
さ と う

 翔一
しょういち

ふじみ衛生組合地元協議会委員（調布市） 要綱第３条第６号 

鎮目
し ず め

 司
つかさ

三鷹市生活環境部長 要綱第３条第７号 

窪田
く ぼ た

 秀文
ひでふみ

 調布市環境部長 要綱第３条第８号 

上野
う え の

 洋樹
ひ ろ き

 ふじみ衛生組合事務局長 要綱第３条第９号 

岩澤
いわさわ

 聡子
さ と こ

 
防衛医科大学校 医学教育部医学科 

衛生学公衆衛生学講座 准教授 
要綱第３条第10号 

※１ 任期 令和７年６月13日～令和９年６月12日

※２ 氏名順は、ふじみ衛生組合安全衛生専門委員会設置要綱第３条に定める選出区分順

資料１
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資料２

（単位：ｔ）
R3(2021)
年度

R4(2022)
年度

R5(2023)
年度

R6(2024)
年度

R7(2025)
年度

三鷹市 29,913.13 29,049.23 28,181.68 28,104.00 27,743.32

調布市 36,507.86 36,198.03 35,410.63 35,233.94 34,961.02

リサイクルセンター残さ 7,116.54 6,823.24 6,730.64 10,107.28 11,322.01

その他 3,518.82 2,706.89 2,351.91 2,300.51 15.29

合計 77,056.35 74,777.39 72,674.86 75,745.73 74,041.64

クリーンプラザふじみ搬入量ごみ処理実績（2021年度～2025年度）
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※各年度４月１日現在の住民基本台帳人口に基づき算出。

調布市

239,726人

239,247人

479人

計

430,234人

429,556人

678人

△ 0.5

7,851.97

R７年度(t) 5,876.99 1,915.09 212.63

R６年度(t) 5,907.23

9.8 6.2

1,744.60 200.14

1.9

8,004.71

75,745.732,300.51

△ 99.3 △ 2.2

計

人口

Ｒ７年度

Ｒ６年度

増減

三鷹市

190,508人

190,309人

199人

搬出量 焼却灰 飛灰 鉄分

R６年度(t) 28,104.00 35,233.94 10,107.28

増減率(%) △ 1.3 △ 0.8 12.0

１人１日当たり 三鷹市 調布市 計

増減率(%)

74,041.64

クリーンプラザふじみ処理実績（令和７年４月～令和８年３月）速報値

搬入量 三鷹市 調布市 リサイクルセンター その他 計

R７年度(t) 27,743.32 34,961.02 11,322.01 15.29

R６年度(g)

増減率(%) △ 1.4 △ 1.0 △ 1.2

R７年度(g) 399.0 399.6 399.3

404.6 403.5 404.0

27,743.32

28,104.00

34,961.02

35,233.94

11,322.01

10,107.28

15.29

2,300.51

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000

R７年度(t)

R６年度(t)

搬入量

三鷹市 調布市 リサイクルセンター その他

計 75,745.73

(単位：ｔ)

計 74,041.64

5,876.99

5,907.23

1,915.09

1,744.60

212.63

200.14

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

R７年度(t)

R６年度(t)

搬出量

焼却灰 飛灰 鉄分

計 8,004.88

計 7,851.97

(単位：ｔ)
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（単位：ｔ）
R3(2021)
年度

R4(2022)
年度

R5(2023)
年度

R6(2024)
年度

R7(2025)
年度

粗大ごみ 1,051.66 889.36 871.46 838.39 816.42
不燃ごみ 1,552.44 1,444.13 1,399.64 1,350.04 1,284.23
プラスチック 3,596.69 3,462.78 3,326.67 3,256.04 3,129.44
ペットボトル 766.88 760.73 740.46 724.90 680.37
びん・缶 2,247.70 2,116.31 2,039.44 2,024.25 2,094.09
計 9,215.37 8,673.31 8,377.67 8,193.62 8,004.55
粗大ごみ 431.10 426.93 406.35 336.00 262.30
不燃ごみ 3,445.28 3,177.61 3,019.66 3,014.48 2,869.49
プラスチック 4,223.20 4,045.25 3,907.00 3,938.65 3,830.35
ペットボトル 1,011.75 1,001.98 1,030.11 1,104.38 1,058.21
びん・缶 7.04 6.79 6.46 6.20 6.45
計 9,118.37 8,658.56 8,369.58 8,399.71 8,026.80

18,333.74 17,331.87 16,747.25 16,593.33 16,031.35

三
鷹
市

調
布
市

リサイクルセンターごみ処理搬入量実績（2021年度～2025年度）

合　　　計

※調布市では、粗大ごみ及びびん・缶を「調布市クリーンセンター」に搬入しており、一部資源化処理でき
ないものやスプレー缶をリサイクルセンターに搬入している。
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R3(2021) 年度 R4(2022) 年度 R5(2023) 年度 R6(2024) 年度 R7(2025) 年度

単位：ｔ
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単位：ｔ
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※１人１日当たりの搬入量は、各年度４月１日現在の住民基本台帳人口に基づき算出。

（内訳）

％

％

％△ 23.4

13.7

計

237.61

△ 73.3

増減率(%) △ 2.5 △ 4.7 △ 3.5

非鉄

4.72

5.81 444.36

1,078.29

0.80 881.73

計

3,279.31

廃マットレス

66.66

310.08

2,884.57

△ 5.3

16,599.78

調布市 計

R７年度(g) 115.1 91.7 102.1

R６年度(g) 118.0 96.2 105.8

R６年度(t)

廃蛍光管 処理困難物 小型家電

小型家電等

457.77

463.17

13.19163.84 108.60 17.36 7.09 0.00

0.00

（逆有償） プラ(サーマル化) 廃乾電池

R７年度(t) 42.80 106.97 16.75 4.43

（有償）

0.00

3,297.85

R７年度(t) 880.93 0.00

R６年度(t) 1,113.02 1,386.39 796.85 1.59

（無償）
容リ・
ガラス

二次電池 計

特アルミ アルミ 特Ａ鉄 Ａ鉄 Ｂ鉄

265.11 140.74 106.56 296.51 929.61

280.26

ペットB

容リ・
プラスチック

容リ・
ペットボトル

15,720.66

可燃性残渣

リサイクルセンター処理実績（令和７年４月～令和８年３月）速報値

R６年度(t) 2,884.57 3,297.85 310.08 10,107.28

計搬出量

R７年度(t) 8,004.55 8,026.80 16,031.35

金属類、ﾍﾟｯﾄＢ
（有償）

容器包装等
（無償）

増減率(%) △ 2.3 △ 4.4 △ 3.4

その他
（逆有償）

R６年度(t) 8,193.62 8,399.71

搬入量 三鷹市 調布市 計

R６年度(t) 148.77 119.94 567.82 854.44

増減率(%) 13.7 △ 73.3 △ 23.4 12.0

R７年度(t) 3,279.31 881.73 237.61 11,322.01

16,593.33

R７年度(t)

１人１日当たり 三鷹市

8,004.55

8,193.62

8,026.80

8,399.71

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000

R７年度(t)

R６年度(t)

搬入量

三鷹市 調布市

計 16,593.33

(単位：ｔ)

計 16,031.35

3,279.31

2,884.57

881.7

3,297.85

237.61

310.08

11,322.01

10,107.28

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000

R７年度(t)

R６年度(t)

搬出量

金属類、ﾍﾟｯﾄＢ（有償） 容器包装等

（無償）

その他

（逆有償）

可燃性残渣

計 15,720.66

計 16,599.78

(単位：ｔ)
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※調布市では、粗大ごみを「調布市クリーンセンター」に搬入しており、解体・選別後、一部をリサイクル
センターに搬入している。

（参考）リサイクルセンター品目別搬入実績（令和７年４月～令和８年３月）速報値

三鷹市粗大ごみ

1,078.72262.30816.42R７年度(t)

計調布市 １人１日当たり 三鷹市 調布市

不燃ごみ 三鷹市 調布市 計

R７年度(t) 1,284.23 2,869.49 4,153.72

R６年度(t) 838.39 336.00 1,174.39

R６年度(t) 1,350.04 3,014.48 4,364.52

R６年度(t) 3,256.04 3,938.65 7,194.69

R７年度(t) 3,129.44 3,830.35 6,959.79

プラスチック 三鷹市 調布市 計

増減率(%) △ 2.6 △ 21.9 △ 8.2

増減率(%) △ 4.9 △ 4.8 △ 4.8

増減率(%) △ 3.9 △ 2.8 △ 3.3

R６年度(g) 12.1 3.8 7.5

増減率(%) △ 3.3 △ 21.1 △ 8.0

計

R７年度(g) 11.7 3.0 6.9

R６年度(g) 19.4 34.5 27.8

増減率(%) △ 4.6 △ 4.9 △ 4.7

１人１日当たり 三鷹市 調布市 計

R７年度(g) 18.5 32.8 26.5

R６年度(g) 46.9 45.1 45.9

増減率(%) △ 4.1 △ 2.9 △ 3.5

１人１日当たり 三鷹市 調布市 計

R７年度(g) 45.0 43.8 44.3

816.42

838.39

262.30

336.00

0 200 400 600 800 1,000 1,200

R７年度(t)

R６年度(t)

粗大ごみ

三鷹市 調布市

計 1,174.39

(単位：ｔ)

計 1,078.72

1,284.23

1,350.04

2,869.49

3,014.48

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

R７年度(t)

R６年度(t)

不燃ごみ

三鷹市 調布市

計 4,364.52

(単位：ｔ)

計 4,153.72

3,129.44

3,256.04

3,830.35

3,938.65

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

R７年度(t)

R６年度(t)

プラスチック

三鷹市 調布市

計 7,194.69

(単位：ｔ)

計 6,959.79

10



【調布市クリーンセンターへの搬入実績】

令和７年４月～令和８年３月

びん・缶：2,764.50トン（びん2,110.64トン・缶653.86トン）

※上記表内の令和７年度調布市6.45トンを含む。

※調布市では、びん・缶を「調布市クリーンセンター」に搬入しており、資源化処理できないスプレー缶等
をリサイクルセンターに搬入している。

ペットボトル 三鷹市 調布市 計

R７年度(t) 680.37 1,058.21 1,738.58

6.45 2,100.54

R６年度(t) 2,024.25 6.20 2,030.45

R６年度(t) 724.90 1,104.38 1,829.28

びん・缶 三鷹市 調布市 計

増減率(%) △ 6.1 △ 4.2 △ 5.0

１人１日当たり

R７年度(g)

R６年度(g)

増減率(%)

三鷹市

29.1

増減率(%) 3.5 4.0 3.5

R７年度(t) 2,094.09

0.1 13.0

3.4 0.0 3.1

調布市 計

30.1 0.1 13.4

R６年度(g) 10.4 12.6 11.7

増減率(%) △ 5.8 △ 4.0 △ 5.1

１人１日当たり 三鷹市 調布市 計

R７年度(g) 9.8 12.1 11.1

680.37

724.90

1,058.21

1,104.3

0 500 1,000 1,500 2,000

R７年度(t)

R６年度(t)

ペットボトル

三鷹市 調布市

計 1,829.28

(単位：ｔ)

計 1,738.58

2,094.09

2,024.25

6.45

6.20

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000 2,200

R７年度(t)

R６年度(t)

びん・缶

三鷹市 調布市

計 2,030.45

(単位：ｔ)

計 2,100.54
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3日立下げ

1日立下げ 5日立上げ 4日立下げ

6/3～7/5 　11日立上げ

1日停止　

　共通設備年次点検

１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

０．０１ｇ／ｍ３Ｎ以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

１０ｐｐｍ以下 0.7未満 3.8 3.6 3.1
１０ｐｐｍ以下 0.3未満 3.6 2.0 3.3
５０ｐｐｍ以下 12 33 27 29
１０ｍｇ／ｍ３Ｎ以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

１ｍｇ／ｍ３Ｎ以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

― 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

０．０５ｍｇ／ｍ３Ｎ以下 0.00015未満 0.00015未満 0.00051 0.0021
１００ｐｐｍ以下 1 3 2 14
0.1ｎｇ‐ＴＥＱ／ｍ３Ｎ以下 0.0000020 0.00000092

午前８時～午後８時 ６０dB（Ａ）以下

午前６時～午前８時 ５５dB（Ａ）以下

午後８時～午後11時 ５５dB（Ａ）以下

午後１１時～午前６時 ５０dB（Ａ）以下

午前８時～午後８時 ６５ dB以下 

午後８時～午前８時 ６０ dB以下 

１２以下

１ Bq ／ ㎥ 以 下

１ Bq ／ ㎥ 以 下

１ Bq ／ ℓ 以 下

基準値 １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ

0.06 0.05 0.06 0.06 0.06 0.08 0.06 0.07 0.07 0.08
0.06 0.06 0.07 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.07 0.06
0.07 0.07 0.06 0.07 0.06 0.07 0.05 0.07 0.07 0.07
0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03
0.07 0.08 0.07 0.08 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07

※１　数値は、ふじみ衛生組合ごみ処理施設に係る環境保全協定書（平成24年10月1日締結）第19条に基づく「別冊（1）標記協定書の
生組合の基本方針」第1項の規定による。
※２　令和５年６月まで月２回測定

基準値

0.23 μ㏜ ／ h  未  満

空間放射線量率

敷地境界線　　（東）（μＳｖ／ｈ）

敷地境界線　　（西）（μＳｖ／ｈ）

敷地境界線　　（南）（μＳｖ／ｈ）

敷地境界線　　（北）（μＳｖ／ｈ）

大型バス駐車場 （μＳｖ／ｈ）

排 水 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
排 ガ ス （ ２ 号 炉 ） 不検出 不検出 休止中 不検出 休止中
排 ガ ス （ １ 号 炉 ） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
飛 灰 19 35 21 25 34
焼 却 灰 　8,000Bq／㎏以下

(※１：　4,000Bq／㎏以下)
不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

放射能に関する測定
４月 ５月 ６月 ７月 ８月

項 目

ダ イ オ キ シ ン 類 ●お
水 銀 ●り

二 酸 化 窒 素 ●の
塩 化 水 素 ●と

●紙

項 目
浮 遊 粒 子 状 物 質

別 紙 に 記 載

●別

８月
周辺大気の測定

４月 ５月 ６月 ７月

二 酸 化 硫 黄

排 水
下水道法施行令・
調布市下水道条例基準以下 基準値以下

臭 気 指 数 10未満 10未満

振　動
37.7南
37.7南

52.6東
騒　音

57.1東

８月

53.2東
 49.0東西

亜 鉛
水 銀

塩 化 水 素
窒 素 酸 化 物

鉛

一 酸 化 炭 素
ダ イ オ キ シ ン 類

騒 音 ・ 振 動 ・ 臭 気 ・ 排 水 の 測 定
基準値 ４月 ５月 ６月 ７月

項　　　目

ば い じ ん
硫 黄 酸 化 物

カ ド ミ ウ ム

煙 突 中 間 部 の 排 ガ ス 測 定
自 主 規 制 値 又 は 基 準 値

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

項　　　目

6/3～6/13
共 通

タ ー ビ ン
15日売電開始

令和７年度　　環境測定結果

区 分 ４月 ５月 ６月 ７月

２ 号 炉

１ 号 炉
14日立上げ

８月

年次点検

年次点検

年次点検
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1日立下げ

15日立下げ

１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

3.1 5.6 2.3 2.9 3.0 4.3 1.5 3.1
0.6 2.7 1.1 2.5 3.0 6.8 0.4 2.1
26 47 27 30 38 27 24 16

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.00015未満 0.00026 0.00010未満 0.00010未満 0.00010未満 0.00010未満 0.00010未満 0.00010未満

8 4 3 6 2 1未満 4 2
0.0000015 0

１ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ

0.06 0.07 0.06 0.06 0.07 0.06 0.07 0.07 0.07 0.06 0.07 0.07 0.07 0.07
0.06 0.06 0.06 0.05 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.07 0.06 0.06 0.06 0.06
0.05 0.06 0.06 0.07 0.07 0.07 0.06 0.07 0.06 0.07 0.06 0.06 0.06 0.07
0.04 0.05 0.04 0.04 0.05 0.04 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04
0.07 0.08 0.06 0.08 0.07 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.07 0.07 0.08 0.07

条文に基づき別に定める事項」の④第19条に定める放射能に定める措置「災害廃棄物受入時以外（通常時）に関するふじみ衛

不検出

　毎 月 １ 回 測 定
  （※２）

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
休止中 不検出 不検出 不検出 不検出

不検出不検出 不検出 不検出 不検出
不検出 不検出
不検出 不検出

23 23 不検出 不検出 20
不検出

不検出 30
不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

９月 １０月 ３月 備 考１１月 １２月 １月 ２月

●り

●の
●紙 ○年２回測定

○測定場所
・三鷹市立南浦小学校
・調布市しいの木公園

○別紙記述参照

●別

●と
●お

２月 ３月 備 考９月 １０月 １１月 １２月 １月

基準値以下 年 ２ 回 測 定

年 ４ 回 測 定10未満 10未満

37.5南
 49.0東南
52.3東
53.1東

年 ２ 回 測 定

57.3東

36.2南

９月 １０月

年 ２ 回 測 定

２月 ３月 備 考１１月 １２月 １月

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月９月
備 考

１０月 １１月 １２月 １月

運転計画：
運転実績：

1日停止 14日売電開始

年   ６   回   測   定

毎 月 １ 回 測 定

13日立上げ

２月 ３月 備  考

 15日立上げ

９月

資料３
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調査地点図 

ふじみ 
衛生組合 

出典：「地理院地図」（https//mapas.gsi.go.jp/）を基に作成 

： ふじみ衛生組合 

： 市境 

： 調査地点 
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　連続測定器による各月の日平均値の最大値・最小値(煙突中間部）
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令和７年度の実績  

「処理施設緊急時及び要望等対応マニュアル」に基づく公表について

 ふじみ衛生組合では「処理施設緊急時及び要望等対応マニュアル」を作成し、

施設稼働における緊急時の対応手順と当組合に寄せられた要望等の処理手続きを

定めています。それらの実績については年度ごとに公表することにしています。  

 令和７年度中（令和７年４月１日～令和８年３月 31 日）の廃棄物処理施設の緊

急事象及び要望等はありませんでした。  

※参考  令和６年度の実績

１  廃棄物処理施設の緊急事象  実績はありません。

２  要望等           実績はありません。

資料４ 
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１　収集量及び処理量 赤字はふじみ衛生組合で追記

定期収集ごみ 灰 資 材 化

(21,158t) (170t)

可 燃 ご み ｸﾘｰﾝﾌﾟﾗｻﾞふじみ 焼 却 灰

(27,088t) 直接搬入ごみ (32,574t) (3,510t) エコセメント

(5,930t) (3,340t)

二ツ塚処分場

可燃粗大ごみ 処理残さ焼却 (0t)

粗 大 ご み (806t) (4,680t)

(1,613t) 不燃残さ埋立

不燃粗大ごみ (0t)

(807t)

不 燃 ご み ふじみﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 資 源 化 物

(1,328t) (8,062t) (979t)

有 害 ご み 乾電池等処分

(50t) (50t)

ＰＥＴボトル 再 生 利 用

(717t) (350t)

プラスチック 再 生 利 用

(3,157t) (0t)

空きびん・空き缶 再 生 利 用

(2,003t) (2,003t)

資 源 物 古 紙 類 再 生 利 用

(12,154t) (5,626t) (5,626t)

古 着 類 再 生 利 用

(645t) (645t)

紙 パ ッ ク 再 生 利 用

(3t) (3t)

小 型 家 電 再 生 利 用

(3t) (3t)

集 団 回 収 再 生 利 用

(1,888t) (1,888t)

合 計 焼 却 処 理 不燃残さ埋立 乾電池等処分 資源化再利用

(44,121t) (32,574t) (0t) (50t) (11,497t)

令和８年度　三鷹市一般廃棄物処理実施計画の概要

＝ ＋ ＋ ＋

他に焼却灰からの
鉄類回収90ｔあり

資料５
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２ 一般廃棄物の排出抑制及び資源化等の促進の方策に関する事項 

(1) 三鷹市における方策

ア 廃棄物の処理及び清掃に関する法律をはじめ関係法令の遵守

イ 分別収集、ごみの適切な排出方法等の啓発の徹底

ウ ごみの資源化施策の拡充

エ ごみの発生抑制、排出抑制、再利用に関する市民、事業者に対しての啓発と、学

校や地域社会における教育啓発活動の充実

オ 容器包装廃棄物等の使用、排出の抑制の啓発・普及の拡大

カ 事業系一般廃棄物の多量排出事業者に対するごみの発生及び排出抑制、資源化指

導の徹底

キ 事業系一般廃棄物の収集・運搬、処分方法の周知徹底

ク 集団回収事業の拡充

ケ ごみ減量等推進会議との連携

コ 牛乳パック、ペットボトルなどの回収の拡充

サ 生ごみ処理機等による生ごみ減量の推進

シ 再生品の率先使用と市民、事業者への普及拡大

ス 容器包装リサイクル法に対応するための分別収集及び中間処理施設の検討

セ リサイクル協力店の普及拡大

ソ マイバッグ運動の普及拡大

タ 食品ロスの削減及び生ごみの排出抑制の推進

チ 小型充電式電池及び内蔵製品の適正排出に向けた周知啓発

ツ 店頭回収の利用促進

(2) 市民における方策

ア 廃棄物の処理及び清掃に関する法律をはじめ関係法令の遵守

イ ごみの分別排出の徹底

ウ ごみの発生抑制及び排出抑制

エ 過剰包装の自粛とマイバッグの利用

オ 再生品の使用促進と使い捨て商品の使用自粛

カ 生ごみのコンポスト化（生ごみ処理機によるものを含む）の促進

キ 集団回収への参加

ク 家庭系ごみ有料化実施に伴う可燃ごみ及び不燃ごみの指定収集袋による排出

ケ 小型充電式電池及び内蔵製品の適正排出

コ 店頭回収の積極的な利用

(3) 事業者における方策

ア 廃棄物の処理及び清掃に関する法律をはじめ関係法令の遵守

イ ごみの減量及び再利用の促進

ウ ごみの発生源における排出抑制

エ 少量排出事業者における有料ごみ処理袋の使用

オ 事業系廃棄物の適正な処理の実施

カ 過剰包装の抑制

キ 流通容器包装廃棄物の排出の抑制

ク 使い捨て容器の使用の抑制と、製造・流通事業者による自主回収・資源化の促進

ケ 再生品の使用の促進

コ 事業系廃棄物の資源化の促進

サ 長寿命化製品等の開発の推進
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１　収集量及び処理量 赤字はふじみ衛生組合で追記

定期収集ごみ 灰 資 材 化

(27,400t) (230t)

可 燃 ご み ｸﾘｰﾝﾌﾟﾗｻﾞふじみ 焼 却 灰

(35,100t) 直接搬入ごみ (43,497t) (4,690t) エコセメント

(7,700t) (4,460t)

可燃粗大ごみ 二ツ塚処分場

調布市ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ (1,407t) 処理残さ焼却 (0t)

粗 大 ご み (2,300t) (6,990t)

(2,300t) うち再生利用 不燃粗大ごみ 不燃残さ埋立

(485t) (408t) (0t)

不 燃 ご み ふじみﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 資 源 化 物

(3,200t) (9,198t) (1,528t)

有 害 ご み 乾電池等処分

(90t) (90t)

ＰＥＴボトル 再 生 利 用

(1,200t) (590t)

プラスチック 再 生 利 用

(4,300t) (0t)

空きびん・空き缶 再 生 利 用

(2,600t) (2,600t)

資 源 物 古 紙 類 再 生 利 用

(17,774t) (8,300t) (8,300t)

古 着 類 再 生 利 用

(1,300t) (1,300t)

紙 パ ッ ク 再 生 利 用

(30t) (30t)

食 品 残 さ た い 肥 化

(40t) (40t)

小 型 家 電 再 生 利 用

(4t) (4t)

集 団 回 収 再 生 利 用

(3,400t) (3,400t)

合 計 焼 却 処 理 不燃残さ埋立 乾電池等処分 資源化再利用

(61,864t) (43,497t) (0t) (90t) (18,277t)

令和８年度　調布市一般廃棄物処理実施計画の概要

＋

他に焼却灰からの
鉄類回収120ｔあり

＝ ＋ ＋
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２ 一般廃棄物の排出抑制及び資源化等の促進の方策に関する事項 

(1) 徹底したごみの発生・排出抑制に向けた取組の展開

ア 家庭ごみの発生・排出抑制の推進

イ 事業系ごみの発生・排出抑制の推進

ウ 循環型事業活動の促進

エ リユースの推進

(2) 更なる資源化の推進

ア 資源化の推進

イ 家庭ごみ・資源の分別の徹底

ウ 事業系ごみの資源化

(3) 適正な処理体制の維持

ア ごみの排出と収集運搬

イ ごみの中間処理

ウ 最終処分量ゼロの維持

エ 緊急事態への対応

(4) 市民・事業者・各種団体との連携・協働の推進

ア 各主体との連携推進

イ 普及・啓発の推進

ウ 環境教育・学習の推進
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１　収集量及び処理量

定期収集ごみ 灰 資 材 化

(48,558t) (400t)

可 燃 ご み ｸﾘｰﾝﾌﾟﾗｻﾞふじみ 焼 却 灰

(62,188t) 直接搬入ごみ (76,071t) (8,200t) エコセメント

(13,630t) (7,800t)

可燃粗大ごみ 二ツ塚処分場

(2,213t) 処理残さ焼却 (0t)

うち羽毛布団再生利用 (11,670t)

(450枚)

不燃残さ埋立

不燃粗大ごみ (0t)

(1,215t)

不 燃 ご み ふじみﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 資 源 化 物

(4,528t) (17,260t) (2,507t)

有 害 ご み 乾電池等処分

(140t) (140t)

ＰＥＴボトル 再 生 利 用

(1,917t) (940t)

プラスチック 再 生 利 用

(7,457t) (0t)

空きびん・空き缶 再 生 利 用

(2,003t) (2,003t)

２　搬出先

搬出先

ガラスびん（無色） 硝和ガラス株式会社 茨城県

ガラスびん（茶色） 硝和ガラス株式会社 茨城県

ガラスびん（その他の色） ガラスリソーシング株式会社 千葉県

ペットボトル 遠東石塚グリーンペット株式会社 茨城県

ベストトレーディング株式会社 神奈川県

志賀興業株式会社 東京都

有害ごみ 野村興産株式会社 北海道

焼却灰（エコセメント化） 東京たま広域資源循環組合 東京都

焼却灰（資材化） メルテック株式会社 栃木県

灰中金属 メルテック株式会社 栃木県

※ 金属類の売却は入札等による。

他に焼却灰からの
鉄類回収210ｔあり

品目 業者名

令和８年度　ふじみ衛生組合一般廃棄物処理実施計画の概要
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３ 一般廃棄物の排出抑制及び資源化等の促進の方策に関する事項 

(1) 分別排出の徹底及び資源化の推進

当組合組織市と協力し、分別排出の徹底を図る。

可燃ごみ及び不燃ごみについては、有害物、資源物等が混入しないよう、適正分別

を促進する。 

資源物については、分別種類ごとの排出を精緻化するとともに品質の向上を促進す 

る。また、多重袋での排出を抑制する。 

(2) 焼却灰の資源化の推進

焼却灰については、東京たま広域資源循環組合のエコセメント事業や緊急時の民間

施設での溶融及び砕石化事業により資源化を図る。 

(3) 埋立ゼロの推進

リサイクルセンターから発生する残さについては、クリーンプラザふじみにおいて

熱回収し、埋立ゼロを推進する。 

(4) 使用済小型電子機器類の再資源化の推進

リサイクルセンターにおいて、ピックアップ方式による使用済小型電子機器類の資

源化を推進する。 

(5) 直接搬入者への指導

クリーンプラザふじみに直接搬入する者に対し、資源化の推進と適正排出の徹底を

図るため、搬入物検査を実施し、分別の徹底指導を強化する。 

(6) 環境学習の推進

当組合組織市の学校の社会科見学を積極的に受け入れ、ごみの減量・資源化意識の

醸成を図る。また、環境学習説明員等と協力し、親しみのある見学メニュー、施設内 

掲示、広報等に努め、施設見学者の増加を図る。 

(7) 地元協議会との連携

地元協議会を定例的に開催し、運転状況や環境データなどを報告し、安全･安心な施

設運営への理解を深める。 

(8) 安全衛生専門委員会との連携

水銀対策等の課題や継続して取り組むべき事項などを検討し、さらなる周辺住民へ

の安全を確保する。 

(9) 情報提供

当組合ホームページや掲示板による排ガス等の環境データのリアルタイム表示、当

組合広報紙の発行、定例的な地元協議会の開催などの情報公開に努め、地域住民に信 

頼される施設とする。 

(10) 広報活動

当組合組織市と連携し、ごみ処理の現状や排出段階でのごみの分別・資源化の必要

性を啓発する。 
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（参考）各計画の令和８年度と令和７年度との比較 

三鷹市収集量    （単位：t） 

令和８年度計画 令和７年度計画 差引 

可 燃 ご み 27,088 26,995 93 

粗 大 ご み 1,613 1,607 6 

不 燃 ご み 1,328 1,365 -37

有 害 ご み 50 49 1 

資 源 物 12,154 12,406 -252

集 団 回 収 1,888 2,011 -123

合 計 44,121 44,433 -312

調布市収集量   （単位：t） 

令和８年度計画 令和７年度計画 差引 

可 燃 ご み 35,100 35,100 0 

粗 大 ご み 2,300 2,200 100 

不 燃 ご み 3,200 3,200 0 

有 害 ご み 90 90 0 

資 源 物 17,774 17,774 0 

集 団 回 収 3,400 3,400 0 

合 計 61,864 61,764 100 

ふじみ衛生組合処理量   （単位：t） 

令和８年度計画 令和７年度計画 差引 

ラ
ザ
ふ
じ
み

ク
リ
ー
ン
プ

可 燃 ご み 62,188 62,145 43 

可燃粗大ごみ 2,213 2,045 168 

可燃 性残さ 11,670 12,820 -1,150

合 計 76,071 77,010 -939

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

不 燃 ご み 4,528 4,565 -37

不燃粗大ごみ 1,215 1,294 -79

有 害 ご み 140 139 1 

ペットボトル 1,917 1,833 84 

プラスチック 7,457 7,513 -56

び ん ・ 缶 2,003 1,990 13 

合 計 17,260 17,334 -74

※ リサイクルセンター更新のため、令和６年８月からプラスチックの全量を、同年 10

月からペットボトルの約半分を、可燃性残さとしてクリーンプラザふじみにて焼却処

理し熱回収している。 
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9日立下げ

6日立下げ 11日立上げ

6/3～7/5
6日停止　

　共通設備年次点検

１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

０．０１ｇ／ｍ３Ｎ以下 ● ● ● ●
１０ｐｐｍ以下 ● ● ● ●
１０ｐｐｍ以下 ● ● ● ●
５０ｐｐｍ以下 ● ● ● ●
１０ｍｇ／ｍ３Ｎ以下 ● ● ● ●
１ｍｇ／ｍ３Ｎ以下 ● ● ● ●

― ● ● ● ●
０．０５ｍｇ／ｍ３Ｎ以下 ● ● ● ●
１００ｐｐｍ以下 ● ● ● ●
0.1ｎｇ‐ＴＥＱ／ｍ３Ｎ以下 ● ●

午前８時～午後８時 ６０dB（Ａ）以下

午前６時～午前８時 ５５dB（Ａ）以下

午後８時～午後11時 ５５dB（Ａ）以下

午後１１時～午前６時 ５０dB（Ａ）以下

午前８時～午後８時 ６５ dB以下 

午後８時～午前８時 ６０ dB以下 

１２以下

１ Bq ／ ㎥ 以 下

１ Bq ／ ㎥ 以 下

１ Bq ／ ℓ 以 下

基準値 １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※１　数値は、ふじみ衛生組合ごみ処理施設に係る環境保全協定書（平成24年10月1日締結）第19条に基づく「別冊（1）標記協定書の
生組合の基本方針」第1項の規定による。
※２　令和５年６月まで月２回測定

基準値

0.23 μ㏜ ／ h  未  満

空間放射線量率

敷地境界線　　（東）（μＳｖ／ｈ）

敷地境界線　　（西）（μＳｖ／ｈ）

敷地境界線　　（南）（μＳｖ／ｈ）

敷地境界線　　（北）（μＳｖ／ｈ）

大型バス駐車場 （μＳｖ／ｈ）

排 水 ● ● ● ● ●
排 ガ ス （ ２ 号 炉 ） ● ● ● ● ●
排 ガ ス （ １ 号 炉 ） ● ● ● ● ●
飛 灰 ● ● ● ● ●
焼 却 灰 　8,000Bq／㎏以下

(※１：　4,000Bq／㎏以下)
● ● ● ● ●

放射能に関する測定
４月 ５月 ６月 ７月 ８月

項 目

ダ イ オ キ シ ン 類 ●
水 銀 ●

二 酸 化 窒 素 ●
塩 化 水 素 ●

●

項 目
浮 遊 粒 子 状 物 質

別 紙 に 記 載

●

８月
周辺大気の測定

４月 ５月 ６月 ７月

二 酸 化 硫 黄

排 水
下水道法施行令・
調布市下水道条例基準以下 ●

臭 気 指 数 ● ●

振　動
●
●

●
騒　音

●

８月

●
●

亜 鉛
水 銀

塩 化 水 素
窒 素 酸 化 物

鉛

一 酸 化 炭 素
ダ イ オ キ シ ン 類

騒 音 ・ 振 動 ・ 臭 気 ・ 排 水 の 測 定
基準値 ４月 ５月 ６月 ７月

項　　　目

ば い じ ん
硫 黄 酸 化 物

カ ド ミ ウ ム

煙 突 中 間 部 の 排 ガ ス 測 定
自 主 規 制 値 又 は 基 準 値

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

項　　　目

6/3～6/13
共 通

タ ー ビ ン
21日売電開始

令和８年度　　環境測定スケジュール

区 分 ４月 ５月 ６月 ７月

２ 号 炉

１ 号 炉
20日立上げ

８月

年次点検

年次点検

年次点検
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28日立下げ

22日立下げ 8日立下げ

１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

１ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ １ｍ ５ｃｍ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

条文に基づき別に定める事項」の④第19条に定める放射能に定める措置「災害廃棄物受入時以外（通常時）に関するふじみ衛

●

　毎 月 １ 回 測 定
  （※２）

● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ●

●● ● ● ●
● ●
● ●

● ● ● ● ●
●

● ●
● ● ● ● ● ●

９月 １０月 ３月 備 考１１月 １２月 １月 ２月

●

●
● ○年２回測定

○測定場所
・三鷹市立南浦小学校
・調布市しいの木公園

○別紙記述参照

●

●
●

２月 ３月 備 考９月 １０月 １１月 １２月 １月

● 年 ２ 回 測 定

年 ４ 回 測 定● ●

●
●
●
●

年 ２ 回 測 定

●

●

９月 １０月

年 ２ 回 測 定

２月 ３月 備 考１１月 １２月 １月

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月９月
備 考

11/29～12/11

28日停止 13日売電開始

計画全休炉

９月 １０月 １１月 １２月 １月

運転計画：
運転実績：27立上げ

年   ６   回   測   定

毎 月 １ 回 測 定

　12日立上げ

２月 ３月 備  考

 14日立上げ

資料６
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令和７（2025）年度温室効果ガス排出状況について 

ふじみ衛生組合では、各関係機関と調整を図りながら、令和３年３月に「第２次ふじみ衛生組

合地球温暖化対策実行計画」（以下「第２次計画」という。）を策定しました。今般、令和７年度

の温室効果ガス排出状況がまとまりましたので報告します。 

※ 地球温暖化対策の推進に関する法律（平成 10 年法律第 117 号。以下「温対法」という。）第 21 条第１項

の規定により、温室効果ガスの排出量の削減等のための措置に関する実行計画の策定が義務付けられてい

ます。

【第２次計画の概要】 

１ 計画期間 

令和３（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 年間 

※第２次計画は令和 12 年度までの計画でしたが、令和７年度に中間見直しを行い、計画期間が

令和８年度から令和 12 年度までの第３次ふじみ衛生組合地球温暖化対策実行計画に引き継

いでいます。

２ 計画の対象範囲 

(1) ふじみ衛生組合における事務及び事業が対象

(2) 対象施設はクリーンプラザふじみ及びリサイクルセンター

３ 温室効果ガスの排出削減目標 

(1) 温室効果ガス総排出量（主にごみの焼却に伴い発生するもの）

区分 
基準年度排出量 

平成 26(2014)年度 

削減目標 

令和７(2025)年度 

令和７（2025） 

年度目標 

温室効果ガス 

総排出量 
32,385t-CO2 ４％以上削減 31,089 t-CO2 以下 

(2) エネルギー起源二酸化炭素（CO２）排出量（主に化石燃料の燃焼に伴い発生するもの）

区分 
基準年度排出量 

（2014 年度） 

削減目標 

令和７(2025)年度 

令和７（2025） 

年度目標 

エネルギー起源

二酸化炭素排出量
1,040t-CO2 

令和元（2019）

年度排出量

(545t-CO2)以下 

545t-CO2 以下 

４ 対象とする温室効果ガス 

  温対法第２条第３項で規定する７種類の物質のうち、排出状況が把握可能な次の４種類 

種類 発生源 温室効果ガス排出量算定の対象 

二酸化炭素（CO2） 

化石燃料の燃焼 
都市ガス・ガソリン・軽油・

灯油等の使用量 

他人から供給された電気の使用 電気の使用量 

廃プラスチック類の燃焼 廃プラスチック類の焼却量 

メタン（CH4）
自動車の走行 公用車の走行距離 

一般廃棄物の燃焼 一般廃棄物の焼却量 

一酸化二窒素（N2O） 
自動車の走行 公用車の走行距離 

一般廃棄物の燃焼 一般廃棄物の焼却量 

ハイドロフルオロカーボン（HFC） HFC-134a 封入カーエアコンの使用  HFCが封入された公用車の台数 

資料７
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31
,0

89
t-

CO
2

【
令

和
7
年

度
の

所
見

（
温

室
効

果
ガ

ス
総

排
出

量
）

】

①
基

準
年

度
（

平
成

2
6
年

度
）

実
績

比
5

7
％

の
増

と
な

っ
た

（
参

考
：

令
和

6
年

度
比

7
％

増
）

。
増

加
し

た
要

因
と

し
て

、

燃
焼

ご
み

中
に

お
け

る
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
の

比
率

が
、

基
準

年

度
（

平
成

2
6
年

度
）

は
1

9
％

で
あ

っ
た

が
、

令
和

７
年

度
は

3
0
％

と
1

1
ポ

イ
ン

ト
上

昇
（

約
6
割

増
）

し
た

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
る

。
（

仮
称

）
新

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
更

新
に

伴
い

、
令

和

６
年

８
月

か
ら

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
全

量
を

焼
却

、
同

年
1

0
月

か

ら
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

半
量

を
焼

却
し

て
い

る
。

②
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
焼

却
及

び
一

般
廃

棄
物

の
焼

却
に

伴
う

C
O

2
排

出
割

合
が

9
9
％

を
占

め
て

い
る

。

③
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

整
備

実
施

計
画

（
令

和
５

年
８

月
策

定
）

で
は

、
新

た
な

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
が

稼
働

す
る

と
、

プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

リ
サ

イ
ク

ル
率

が
高

く
な

る
た

め
、

工
事

実
施

前

と
比

較
し

、
C

O
2
排

出
量

を
年

間
7

,4
0

0
t-

C
O

2
削

減
で

き
る

見
込

み
で

あ
る

。
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0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

H2
6年

度
H2

8年
度

H2
9年

度
H3

0年
度

R元
年
度

R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

R5
年
度

R6
年
度

R7
年
度

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
排
出
量

（
t-

CO
2）

令
和
７

(2
02

5)
年
度
目
標
値

54
5t

-C
O

2

【
令

和
7
年

度
の

所
見

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

起
源

C
O

2
排

出
量

）
】

①
目

標
値

（
5

4
5

t-
C

O
2
以

下
）

を
達

成
し

た
。

②
水

銀
制

御
シ

ス
テ

ム
を

平
成

3
0
年

度
か

ら
本

格
稼

働
し

た
こ

と
に

よ
り

、
排

ガ
ス

中
に

含
ま

れ
る

水
銀

が
規

制
値

を
超

え
た

際
に

行
う

焼
却

炉
の

緊
急

停
止

が
無

く
な

り
、

焼
却

炉
の

立
上

げ
に

使
用

す
る

灯
油

使
用

量
が

大
き

く
減

少
し

た
。

③
焼

却
炉

立
上

げ
の

際
の

運
転

方
法

を
、

自
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
か

ら
手

動
に

よ
る

空
気

量
調

整
を

行
い

、
炉

内
温

度
を

早
く

上
げ

ら
れ

る
よ

う
運

用
改

善
し

た
こ

と
か

ら
、

灯
油

使
用

量
を

削
減

で
き

た
。

※
②

～
③

の
実

施
に

よ
り

、
灯

油
使

用
量

は
基

準
年

度
（

平
成

2
6
年

度
）

比
6

7
％

減

④
令

和
7
年

1
月

か
ら

、
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

中
央

棟
の

解
体

工
事

が
始

ま
り

、
都

市
ガ

ス
の

使
用

が
年

度
途

中
で

無
く

な
っ

た
（

前
年

度
比

9
5
％

減
）

。

⑤
買

電
量

は
、

令
和

6
年

度
は

1
2
年

に
1
回

の
ボ

イ
ラ

蒸
気

過
熱

器

の
更

新
が

あ
り

、
発

電
機

停
止

日
数

が
3

2
日

あ
っ

た
が

、
令

和
７

年

度
は

2
5
日

と
な

り
、

前
年

度
比

7
日

減
っ

た
こ

と
か

ら
買

電
量

が
減

少
し

た
。

ま
た

令
和

7
年

1
月

か
ら

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
中

央
棟

の

解
体

工
事

が
始

ま
り

、
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

の
買

電
使

用
量

が
前

年
度

と
比

較
し

8
4
％

減
と

な
っ

た
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
買

電
量

全
体

と
し

て
前

年
度

比
4

0
％

減
少

し
た

。
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工事進捗状況（令和８年３月３１日時点）

（隣接する焼却施設から工事エリアを撮影） 

（隣接する焼却施設から工事エリアを撮影） 

（ごみピット周囲の山留設置工事中） 
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土木建築工事 

（山留設置工 先行掘削作業状況） 

（山留設置工 Ｈ鋼建て込み状況） 
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令
和
８
年
度
ふ
じ
み
衛
生
組
合
地
元
協
議
会
及
び
安
全
衛
生
専
門
委
員
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

年
月
 

地
元

協
議
会
 

安
全
衛
生
専
門
委
員
会
 

５
月

2
6
日

（
火

）
 

1
8
時

3
0
分

～
 

第
8
9
回
地
元
協
議
会
 

（
第

９
期
第
３
回
）
 

【
報
告
事
項

】
 

○
（
仮
称
）

新
リ
サ

イ
ク
ル
セ

ン
タ

ー
更

新
に
つ

い
て

○
ご
み
処
理

計
画
報

告
、
ご
み

処
理

実
績

報
告
、

環
境
測
定

結
果

報
告

等

７
月
８

日

（
水

）
 

1
3
時

0
0
分

～
 

施
設
見

学
会
 

メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ

ス
テ
ナ
ブ

ル
パ

ー
ク

こ
が
ね

い

エ
コ
プ
ラ
ザ

 
ス
リ

ー
ハ
ー
モ

ニ
ー

第
2
8
回
安
全
衛
生
専
門
委
員
会
 

(
※
第
７
期
第
２
回
：

７
月
２
日
（
木
）
1
9
時
～
) 

【
報
告
事
項
】
 

（
仮
称
）
新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
更
新
、
ご
み
処
理

実
績
、
環
境
測
定
結
果
報
告
等
に
つ
い
て
 

 

８
月

2
4
日

（
月

）
 

1
8
時

3
0
分

～
 

第
9
0
回
地
元
協
議
会
 

（
第

９
期
第
４
回
）
 

【
報
告
事
項

】
 

○
（
仮
称
）

新
リ
サ

イ
ク
ル
セ

ン
タ

ー
更

新
に
つ

い
て

○
ご
み
処
理

実
績
報

告
、
環
境

測
定

結
果

報
告
等

1
1
月

1
7
日
 

（
火

）
 

1
8
時

3
0
分

～
 

 

第
9
1
回
地
元
協
議
会
 

（
第

９
期
第
５
回
）
 

【
報
告
事
項

】
 

○
（
仮
称
）

新
リ
サ

イ
ク
ル
セ

ン
タ

ー
更

新
に
つ

い
て

○
ご
み
処
理

実
績
報

告
、
環
境

測
定

結
果

報
告
等

２
月

2
4
日

（
水

）
 

1
8
時

3
0
分

～
 

 

第
9
2
回
地
元
協
議
会

（
第
９
期
第

６
回
）
 

【
協
議
事
項

】
 

○
令
和
９
年

度
ふ
じ

み
衛
生
組

合
地

元
協

議
会
施

設
見
学
会

に
つ

い
て

○
令
和
９
年

度
地
元

協
議
会
・

安
全

衛
生

専
門
委

員
会
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
に
つ

い
て
 

【
報
告
事
項

】
 

○
（
仮
称
）

新
リ
サ

イ
ク
ル
セ

ン
タ

ー
更

新
に
つ

い
て

○
ご
み
処
理

実
績
報

告
、
環
境

測
定

結
果

報
告
等

 
※

状
況
に

よ
り
、

開
催
日
程
等
の
変
更
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
り

ま
す

の
で
、

ご
了
承
く

だ
さ

い
。

【
任

期
】
 

・
地

 
元
 
協
 
議
 

会
（
第
９
期

）
：
令

和
７
年

1
1
月
４

日
～

令
和

９
年

1
1
月
３
日

・
地

 
元
 
協
 
議
 

会
（
第

1
0
期
）：

令
和
９

年
1
1
月

４
日

～
令

和
1
1
年

1
1
月
３
日

・
安

全
衛
生
専
門
委
員
会
（
第
７
期
）
：
令

和
７
年
６
月

1
3
日

～
令
和

９
年
６
月

12
日

・
安

全
衛
生
専
門
委
員
会
（
第
８
期
）
：
令

和
９
年
６
月

1
3
日

～
令
和

1
1
年

６
月

12
日

資料９ 
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